
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】工程の単純化と製造原価の低減を実現するＶＶ

Ａモードの液晶表示装置を提供する。

【解決手段】ＶＶＡモードの液晶表示装置は、所定距離

をおいて対向配置された下部基板１及び上部基板１１と

、該上下部基板との間に挟持され、誘電率の異方性が負

である液晶層３０と、前記下部基板の内側面上に形成さ

れた画素電極３と、前記上部基板の内側面上に形成され

、Ｖ字溝を具備したカラーレジン層１２と、前記Ｖ字溝

を含んだカラーレジン層上に形成された対向電極１３と

、前記画素電極と液晶層との間及び前記対向電極と液晶

層との間に各々介在された垂直配向膜４，１４と、及び

前記下部基板と上部基板の外側面の各々に偏光軸が相互

交差するように付着された偏光板を含む。前記Ｖ字溝及

び画素電極は、マルチドメイン形成のために各々単位画

素を所定個の領域に分割するように形成される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 距 離 を お い て 対 向 配 置 さ れ た 下 部 基 板 及 び 上 部 基 板 と 、 前 記 上 下 部 基 板 と の 間 に 挟 持
さ れ 、 誘 電 率 の 異 方 性 が 負 で あ る 液 晶 分 子 で 構 成 さ れ た 液 晶 層 と 、
前 記 下 部 基 板 の 内 側 面 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と 、
前 記 上 部 基 板 の 内 側 面 上 に 形 成 さ れ 、 Ｖ 字 溝 を 具 備 し た カ ラ ー レ ジ ン 層 と 、
前 記 Ｖ 字 溝 を 含 ん だ カ ラ ー レ ジ ン 層 上 に 形 成 さ れ た 対 向 電 極 と 、
前 記 画 素 電 極 と 液 晶 層 と の 間 及 び 前 記 対 向 電 極 と 液 晶 層 と の 間 に 各 々 介 在 す る 垂 直 配 向 膜
と 、
前 記 下 部 基 板 と 上 部 基 板 の 外 側 面 の 各 々 に 偏 光 軸 が 互 に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 偏 光 板
を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 Ｖ 字 溝 は 単 位 画 素 を 少 な く と も ２ ケ 以 上 の 領 域 に 分 割 す る よ う に 具 備 さ れ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 Ｖ 字 溝 は 、 単 位 画 素 を “ ＋ ” 字 、 “ × ” 字 及 び 鎹 形 状 で 分 割 す る よ う に 具 備 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 画 素 電 極 は プ レ ー ト ま た は ス リ ッ ト 構 造 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 画 素 電 極 は 単 位 画 素 内 に 少 な く と も ２ ケ 以 上 に 分 割 さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 細 に は 、 工 程 の 単 純 化 及 び 製 造 原 価 の
低 減 を 実 現 で き る Ｖ Ｖ Ａ （ Ｖ ａ ｌ ｌ ｅ ｙ 　 Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ） モ ー ド 液 晶 表
示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） は Ｃ Ｒ Ｔ （ Ｃ ａ ｔ ｈ ｏ
ｄ ｅ － ｒ ａ ｙ 　 ｔ ｕ ｂ ｅ ） に 置 き 換 え る 表 示 装 置 と し て 開 発 さ れ て き た 。 特 に 、 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ ー 液 晶 表 示 装 置 は 前 記 Ｃ Ｒ Ｔ に 匹 敵 す る 表 示 画 面 の 高 画 質 化 、 大 型 化 及 び カ ラ ー
化 な ど が 実 現 し た た め 、 ノ ー ト ブ ッ ク Ｐ Ｃ 及 び モ ニ タ ー 市 場 で 大 き く 脚 光 を 浴 び て お り 、
さ ら に 、 Ｔ Ｖ 市 場 に も 食 い 込 む も の と し て 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー 液 晶 表 示 装 置 の 典 型 的 な 液 晶 駆 動 モ ー ド は 、 Ｔ Ｎ （ Ｔ ｗ ｉ
ｓ ｔ 　 Ｎ ｅ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ ） モ ー ド で あ っ た 。 と こ ろ が 、 前 記 Ｔ Ｎ モ ー ド は 低 い 視 野 角 及 び 応
答 速 度 特 性 の た め に 、 こ れ に 対 す る 改 善 が 必 要 で あ り 、 Ｖ Ａ （ Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ
ｇ ｎ ） モ ー ド 、 Ｉ Ｐ Ｓ （ Ｉ ｎ － Ｐ ｌ ａ ｎ ｅ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｇ ） モ ー ド な ど が 提 案 さ れ て
い る し 、 ま た 、 応 答 速 度 特 性 を 改 善 し た Ｏ Ｃ Ｂ （ Ｏ ｐ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｅ ｎ ｓ ａ ｔ ｅ
ｄ 　 Ｂ ｅ ｎ ｄ ） 及 び Ｆ Ｌ Ｃ （ Ｆ ｅ ｒ ｒ ｏ 　 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ
ｓ ｔ ａ ｌ ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ に 加 え て 、 最 近 で は 製 造 工 程 が 簡 単 で 偏 光 板 が 必
要 な い Ｐ Ｄ Ｌ Ｃ （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｅ ｒ ｓ ｅ ｄ 　 Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ
） な ど が 開 発 中 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 に 、 前 記 Ｖ Ａ モ ー ド は 応 答 速 度 及 び 視 野 角 が 改 善 さ れ る だ け で な く 、 垂 直 配 向 膜 の 使 用
を 通 じ て 配 向 の 工 程 、 す な わ ち 、 ラ ビ ン グ 工 程 を 省 略 す る こ と が で き る の で 、 こ れ に 対 す
る 多 く の 技 術 開 発 が な さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 示 は し て い な い が 、 液 晶 駆 動 電 極 が 具 備 さ れ
た 上 下 部 基 板 と の 間 に 誘 電 率 の 異 方 性 が 負 で あ る 液 晶 分 子 で 構 成 さ れ た 液 晶 層 が 挟 持 さ れ
て お り 、 上 下 部 基 板 の 対 向 面 の 各 々 に は 垂 直 配 向 膜 が 設 置 さ れ て い て 、 上 下 部 基 板 の 外 側
面 に は 各 々 偏 光 板 が 設 置 さ れ て い る 構 造 を 有 し 、 こ の 時 、 上 下 偏 光 板 の 偏 光 軸 は お 互 い 交
差 （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ） さ れ る よ う に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 電 界 が 形 成 さ れ る 前 は 、 垂 直 配 向 膜 の 影 響 で 液 晶
分 子 は 基 板 に 垂 直 に 配 列 さ れ 、 こ の 時 、 上 下 偏 光 板 の 偏 光 軸 が 直 角 に 交 差 さ れ て い る の で
ダ ー ク （ ｄ ａ ｒ ｋ ） の 画 面 を 具 現 す る 。 そ の 後 、 上 下 部 基 板 の 液 晶 駆 動 電 極 間 に 電 界 が 形
成 さ れ る と 、 液 晶 分 子 が そ れ の 長 軸 が 電 界 方 向 と 垂 直 に な る よ う に 捻 れ て 、 こ の 様 に 捻 れ
た 液 晶 分 子 を 通 じ て 光 が 透 過 し て ホ ワ イ ト （ ｗ ｈ ｉ ｔ ｅ ） の 画 面 を 具 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 前 記 Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 液 晶 分 子 は 棒 形 状 で あ る の で 屈 折 率 の 異
方 性 を 有 し て お り 、 こ れ に よ り 、 液 晶 分 子 の 長 軸 を 眺 め る 時 の 画 面 と 液 晶 分 子 の 短 軸 を 眺
め る 時 の 画 面 が 異 な る 。 特 に 、 電 界 が 形 成 さ れ て い な い 時 に は 、 液 晶 分 子 が す べ て 基 板 に
垂 直 で 並 ん で い る た め に 、 画 面 の 正 面 で は 完 全 な ダ ー ク 状 態 を な す が 、 側 面 で は 光 が 漏 洩
さ れ て 画 質 の 低 下 が 招 来 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 前 記 し た 液 晶 分 子 の 屈 折 率 の 異 方 性 に よ る 画 質 低 下 を 防 止 す る た め に 、 多 様
な 方 式 の Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 ら が 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 、 富 士 通 社 の Ｍ Ｖ Ａ （ Ｍ
ｕ ｌ ｔ ｉ ｄ ｏ ｍ ａ ｉ ｎ 　 Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ） 、 Ｓ Ｈ Ａ Ｒ Ｐ 社 の Ａ Ｓ Ｖ （ Ａ ｄ
ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ 　 ｓ ｕ ｐ ｅ ｒ 　 Ｖ ｉ ｅ ｗ ） 及 び 韓 国 の 三 星 社 の Ｐ Ｖ Ａ （ Ｐ ａ ｔ ｔ ｅ ｒ ｎ ｅ ｄ
　 Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ） モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 が 量 産 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し 、 図 示 し て 説 明 は し な か っ た が 、 前 記 Ｍ Ｖ Ａ 、 Ａ Ｓ Ｖ 及 び Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示
装 置 は 典 型 的 な Ｖ Ａ モ ー ド 及 び Ｔ Ｎ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て 、 そ の 製 造 時 に １ 枚 の
マ ス ク （ Ｍ ａ ｓ ｋ ） を 余 分 に 必 要 と す る た め に 製 造 工 程 及 び 費 用 が 増 加 す る 問 題 点 が あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
詳 細 に 説 明 す る と 、 前 記 Ｍ Ｖ Ａ 、 Ａ Ｓ Ｖ 及 び Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド は す べ て マ ル チ ド メ イ ン （ Ｍ ｕ
ｌ ｔ ｉ － ｄ ｏ ｍ ａ ｉ ｎ ） の 形 成 す る こ と に よ り 、 液 晶 分 子 の 屈 折 率 の 異 方 性 特 性 を 補 償 し
た 変 形 駆 動 モ ー ド で あ り 、 前 記 マ ル チ ド メ イ ン の 形 成 手 段 と し て 富 士 通 社 の Ｍ Ｖ Ａ モ ー ド
は 上 部 基 板 に 突 起 パ タ ー ン を 形 成 し （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 三 星 社 の Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド
は 上 部 基 板 に Ｉ Ｔ Ｏ ス リ ッ ト を 形 成 す る 。 し か し 、 前 記 突 起 パ タ ー ン 及 び Ｉ Ｔ Ｏ ス リ ッ ト
を 形 成 す る た め に は １ 枚 の マ ス ク が 追 加 さ れ さ れ な け れ ば な ら ず 、 合 わ せ て 、 フ ォ ト レ ジ
ス ト の 塗 布 、 硬 化 、 露 光 及 び 現 象 工 程 と 蝕 刻 工 程 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の ス ト リ ッ プ 工 程 な ど
が 追 加 さ れ な け れ ば な ら な い た め に 、 結 局 、 前 記 し た Ｍ Ｖ Ａ 、 Ａ Ｓ Ｖ 及 び Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド 等
は 典 型 的 な Ｖ Ａ 及 び Ｔ Ｎ モ ー ド に 比 べ て 製 造 工 程 が 複 雑 で あ る だ け で な く 、 製 造 の 費 用 が
増 加 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ３ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 、 本 発 明 は 前 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で あ り 、 工 程
の 単 純 化 及 び 製 造 原 価 の 低 減 を 実 現 で き る Ｖ Ｖ Ａ （ Ｖ ａ ｌ ｌ ｅ ｙ 　 Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ
ｌ ｉ ｇ ｎ ） モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に そ の 目 的 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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前 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 所 定 距 離 を お い て 対 向 配 置 さ れ た 下 部 基
板 及 び 上 部 基 板 と 、 該 上 下 部 基 板 と の 間 に 挟 持 さ れ 、 誘 電 率 の 異 方 性 が 負 で あ る 液 晶 分 子
で 構 成 さ れ た 液 晶 層 と 、 前 記 下 部 基 板 の 内 側 面 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と 、 前 記 上 部 基 板
の 内 側 面 上 に 形 成 さ れ 、 Ｖ 字 溝 を 具 備 し た カ ラ ー レ ジ ン 層 と 、 前 記 Ｖ 字 溝 を 含 ん だ カ ラ ー
レ ジ ン 層 上 に 形 成 さ れ た 対 向 電 極 と 、 前 記 画 素 電 極 と 液 晶 層 と の 間 及 び 前 記 対 向 電 極 と 液
晶 層 と の 間 に 各 々 介 在 さ れ た 垂 直 配 向 膜 と 、 及 び 前 記 下 部 基 板 と 上 部 基 板 の 外 側 面 の 各 々
に 偏 光 軸 が 互 に 交 差 す る よ う に 設 置 さ れ た 偏 光 板 を 含 む Ｖ Ｖ Ａ （ Ｖ ａ ｌ ｌ ｅ ｙ 　 Ｖ ｅ ｒ ｔ
ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ） モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 前 記 Ｖ 字 溝 は 単 位 画 素 を 少 な く と も ２ ケ 以 上 の 領 域 に 分 割 す る よ う に 具 備 さ れ 、
例 え ば 、 単 位 画 素 内 に “ ＋ ” 字 、 “ × ” 字 及 び 鎹 形 状 で 具 備 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 画 素 電 極 は プ レ ー ト （ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ ） ま た は ス リ ッ ト （ ｓ ｌ ｉ ｔ ） 構 造 で 形 成 さ
れ 、 合 わ せ て 、 単 位 画 素 内 に 少 な く と も ２ ケ 以 上 で 分 割 さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ る と 、 カ ラ ー レ ジ ン 層 の 形 成 時 に マ ス ク 変 更 を 通 じ て Ｖ 字 溝 を 形 成 す る こ と に
よ り 、 別 途 の マ ス ク 工 程 を 追 加 す る こ と な く マ ル チ ド メ イ ン を 形 成 す る こ と が で き 、 こ れ
に よ り 、 製 造 工 程 及 び 費 用 増 加 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 の よ う な 本 発 明 の 目 的 と 別 の 特 徴 及 び 長 所 な ど は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に つ い て の 以
下 の 説 明 か ら 明 確 に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図
２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ （ Ｖ ａ ｌ ｌ ｅ ｙ 　 Ｖ ｅ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｌ ｉ ｇ ｎ ）
モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ り 、 こ こ で 、 図 １ は 電 界 形 成 前 の 断 面
図 で あ り 、 図 ２ は 電 界 形 成 後 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ 及 び ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 画 素 電 極 ３ を 具 備 し た
下 部 基 板 １ と 対 向 電 極 １ ３ を 具 備 し た 上 部 基 板 １ １ と の 間 に 誘 電 率 の 異 方 性 が 負 で あ る 多
数 の 液 晶 分 子 ２ １ で 構 成 さ れ た 液 晶 層 ３ ０ が 挟 持 さ れ て い る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 下 部 基 板 １ １ と 上 部 基 板 １ １ と の 対 向 面 の 各 々 に は 電 界 形 成 前 の 液 晶 配 向 の た
め の 垂 直 配 向 膜 ４ ， １ ４ が 設 置 さ れ て い て 、 前 記 下 部 基 板 １ と 上 部 基 板 １ １ の 外 側 面 に は
各 々 偏 光 板 （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 時 、 前 記 上 下 偏 光 板 は そ れ ら の 偏 光 軸 が
お 互 い 交 差 （ Ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ ） さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
特 に 、 前 記 上 部 基 板 １ １ の 内 側 面 上 に カ ラ ー レ ジ ン 層 １ ２ が 形 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー レ ジ ン
層 １ ２ 上 に は 対 向 電 極 １ ３ が 形 成 さ れ 、 前 記 対 向 電 極 １ ３ 上 に 垂 直 配 向 膜 １ ４ が 設 置 さ れ
る が 、 前 記 カ ラ ー レ ジ ン 層 １ ２ に は Ｖ 字 溝 （ Ｖ ａ ｌ ｌ ｅ ｙ ： １ ５ ） が 具 備 さ れ て お り 、 し
た が っ て 、 前 記 対 向 電 極 １ ３ 及 び 垂 直 配 向 膜 １ ４ は 前 記 Ｖ 字 溝 １ ５ を 含 ん だ カ ラ ー レ ジ ン
層 １ ２ 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 Ｖ 字 溝 １ ５ は レ ッ ド （ Ｒ ） 、 グ リ ー ン （ Ｇ ） 及 び ブ ル ー （ Ｂ ） の カ ラ ー レ ジ ン 層 の 形
成 時 の マ ス ク 交 換 を 通 じ て 形 成 さ れ た も の で あ り 、 し た が っ て 、 前 記 Ｖ 字 溝 １ ５ を 形 成 す
る た め の 別 の マ ス ク 及 び 工 程 の 追 加 は 必 要 な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ 及 び 図 ２ で 、 説 明 さ れ て い な か っ た 参 照 符 号 ２ は ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 示 す 。
こ の よ う な 本 発 明 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に よ る と 、 図 １ に 図 示 さ れ た よ う に 、 前
記 画 素 電 極 ３ と 対 向 電 極 １ ３ と の 間 で の 電 界 の 形 成 前 は 、 液 晶 分 子 ２ １ が 垂 直 配 向 膜 ４ ，
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１ ４ の 影 響 に よ り 基 板 １ ， １ １ に 対 し て 垂 直 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ の 後 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 画 素 電 極 ３ と 対 向 電 極 １ ３ と の 間 で 電 界 （ Ｅ ） が 形 成 さ
れ る と 、 液 晶 分 子 ２ １ が そ れ ら の 長 軸 が 電 界 （ Ｅ ） の 方 向 と 垂 直 に な る よ う に 捻 れ て 光 を
透 過 す る よ う に な り 、 こ れ と 同 時 に 、 Ｖ 字 溝 １ ５ の 付 近 で 電 界 の 歪 曲 が 生 じ て 、 液 晶 分 子
ら ２ １ が マ ル チ － ド メ イ ン を 形 成 す る よ う に な る 。 そ の 結 果 、 液 晶 の 屈 折 率 の 異 方 性 に 起
因 す る 基 板 に 対 し て 斜 め の 視 野 角 で の 位 相 遅 延 （ ｐ ｈ ａ ｓ ｅ 　 ｒ ｅ ｔ ａ ｒ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ）
が 補 償 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
結 果 的 に 、 本 発 明 の Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 は 既 存 Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 の 下 部
基 板 及 び 上 部 基 板 の 製 造 工 程 を そ の ま ま 維 持 し な が ら 、 単 に 、 カ ラ ー レ ジ ン 層 の 形 成 時 の
マ ス ク 交 換 を 通 じ て 前 記 上 部 基 板 に Ｖ 字 溝 を 形 成 し て マ ル チ － ド メ イ ン を 具 現 す る こ と に
よ り 、 富 士 通 社 の Ｍ Ｖ Ａ 、 Ｓ Ｈ Ａ Ｒ Ｐ 社 の Ａ Ｓ Ｖ 及 び 韓 国 三 星 社 の Ｐ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表
示 装 置 と 同 一 な 光 特 性 を 有 す る よ う に し 、 か つ 、 そ の 製 造 工 程 及 び 製 造 原 価 を 低 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ 及 び 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ り 、 こ の 実 施 例 に お い て 、 下 部 基 板 １ の 画 素 電 極 ３ は プ レ ー ト 構 造 で は な い ス
リ ッ ト （ ｓ ｌ ｉ ｔ ） 構 造 を 有 し 、 そ の 他 の 構 成 要 素 は 第 １ の 実 施 例 の 構 成 要 素 と 同 一 で あ
る 。 ま た 、 前 記 画 素 電 極 の 形 状 の み が 第 １ の 実 施 例 と 相 異 し て い る の み で 、 下 部 基 板 １ と
上 部 基 板 １ １ の 製 造 工 程 は 第 １ の 実 施 例 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 実 施 例 に よ る と 、 下 部 基 板 １ の 画 素 電 極 ３ が ス リ ッ ト 構 造 で 形 成 さ れ る た め に マ ル チ
ド メ イ ン の 形 成 が 容 易 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 液 晶 配 向 の 安 定 化 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 ３ と 対 向 電 極 １ ３ と の 間 に 電 界 が 形 成 さ れ る 前 は
、 液 晶 分 子 ２ １ は 垂 直 配 向 膜 ４ ， １ ４ に よ り 基 板 １ ， １ １ に 対 し て 垂 直 に 配 列 さ れ る が 、
図 ４ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 ３ と 対 向 電 極 １ ３ と の 間 に 電 界 が 形 成 さ れ る と 、 液 晶 分 子 ２
１ は そ れ ら の 長 軸 が 電 界 方 向 と 垂 直 に な る よ う に 捻 れ て 、 こ の 時 、 前 記 Ｖ 字 溝 １ ５ に よ り
電 界 の 歪 曲 が 生 じ る こ と は も ち ろ ん 、 前 記 画 素 電 極 ３ の ス リ ッ ト に よ っ て も 、 ま た 電 界 の
歪 曲 が 生 じ て 、 そ し て 、 マ ル チ ド メ イ ン が 容 易 に 形 成 さ れ て 液 晶 配 向 の 安 定 化 が な さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ な い し 図 ８ は Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 の 構 造 に よ る マ ル チ ド メ イ ン 形 成 を 説 明 す る た め の
画 素 構 造 の 平 面 図 で あ り 、 カ ラ ー レ ジ ン 層 で の Ｖ 字 溝 を “ ＋ ” 字 形 状 、 す な わ ち 、 単 位 画
素 を ４ ケ の 領 域 で 分 割 す る よ う に 形 成 し な が ら 、 画 素 電 極 を 画 素 全 体 を 覆 う よ う に 形 成 し
た 場 合 と ２ ケ に 分 割 し て 形 成 し た 場 合 と ３ ケ に 分 割 し て 形 成 し た 場 合 及 び ４ ケ に 分 割 し て
形 成 し た 場 合 に 対 す る そ れ ぞ れ の 平 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 参 照 符 号 ３ は 画 素 電 極 、 １ ３ は
対 向 電 極 、 １ ５ は Ｖ 字 溝 、 １ ６ は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス を 各 々 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｖ 字 溝 １ ５ を “ ＋ ” 字 形 状 で 形 成 し 、 画 素 電 極 ３ を 一 体 型 で 形 成 し た
場 合 、 画 素 内 に は ４ ケ の 液 晶 ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 溝 １ ５ を “ ＋ ” 字 形 状 で 形 成 し 、 画 素 電 極 ３ を ２ ケ に 分 割 し て 形 成 し
た 場 合 、 ２ ケ に 分 割 さ れ た 画 素 電 極 に よ り ２ ケ の 液 晶 ド メ イ ン が 形 成 さ れ 、 こ れ ら が 集 ま
っ て ４ ケ の 液 晶 ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 溝 １ ５ を “ ＋ ” 形 状 で 形 成 し 、 画 素 電 極 ３ を ３ ケ に 分 割 し て 形 成 し た
場 合 、 ３ ケ に 分 割 さ れ た 画 素 電 極 の う ち 真 中 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 に よ り ４ ケ の 液 晶 ド メ
イ ン が 形 成 さ れ 、 上 、 下 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と の 間 で 各 々 ２ ケ の ド メ イ ン が 形 成 さ れ て
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結 果 的 に ８ ケ の 液 晶 ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 溝 １ ５ を “ ＋ ” 形 状 で 形 成 し 、 画 素 電 極 ３ を ４ ケ に 分 割 し て 形 成 し た
場 合 、 ３ 段 に 分 割 さ れ た 画 素 電 極 の う ち 真 中 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 に よ り ４ ケ の 液 晶 ド メ
イ ン が 形 成 さ れ 、 中 の 画 素 電 極 と そ の 上 下 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と の 間 で 各 々 ２ ケ の ド メ
イ ン が 形 成 さ れ て 結 局 ８ ケ の 液 晶 ド メ イ ン が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 図 示 は し て い な い が 、 上 記 の よ う に Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 は 多 様 な 形 態 の 変 更 、 す な
わ ち 、 前 記 Ｖ 字 溝 は 単 位 画 素 を ４ ケ 、 ６ ケ 、 ８ ケ 及 び １ ０ な ど の 領 域 に 分 割 す る よ う に 形
成 す る こ と が で き 、 合 わ せ て 、 “ ＋ ” 字 形 状 だ け で な く 、 “ × ” 字 形 状 及 び 鎹 形 状 で も 形
成 す る こ と が で き 、 ま た 、 こ れ に 対 応 し て 画 素 電 極 の 形 態 も 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う な 組 合 に よ っ て も マ ル チ ド メ イ ン を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き 、 そ れ で 、 液 晶 配
向 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 は カ ラ ー レ ジ ン 層 の 形 成 時 に マ ス ク 交 換 を 通 じ て Ｖ 字 溝 を 形 成 さ せ
る こ と に よ り 、 別 の マ ス ク 工 程 の 追 加 な し で マ ル チ ド メ イ ン を 形 成 す る こ と が で き 、 こ れ
に よ り 、 製 造 工 程 及 び 製 造 原 価 を 低 減 す る こ と が で き 、 結 局 、 生 産 性 を 向 上 さ せ て 原 価 競
争 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の 他 、 本 発 明 は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 多 様 に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 電 界 が
形 成 さ れ て い な い 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 電 界 が
形 成 さ れ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 電 界 が
形 成 さ れ て い な い 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る Ｖ Ｖ Ａ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 電 界 が
形 成 さ れ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 構 造 に よ る マ ル チ ド メ イ ン 形 成 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る
。
【 図 ６ 】 Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 構 造 に よ る マ ル チ ド メ イ ン 形 成 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る
。
【 図 ７ 】 Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 構 造 に よ る マ ル チ ド メ イ ン 形 成 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る
。
【 図 ８ 】 Ｖ 字 溝 及 び 画 素 電 極 構 造 に よ る マ ル チ ド メ イ ン 形 成 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 下 部 基 板
２ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
３ 　 　 画 素 電 極
４ ， １ ４ 　 垂 直 配 向 膜
１ １ 　 上 部 基 板
１ ２ 　 カ ラ ー レ ジ ン 層
１ ３ 　 対 向 電 極
１ ５ 　 Ｖ 字 溝
１ ６ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
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２ １ 　 液 晶 分 子
３ ０ 　 液 晶 層

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种VVA模式的液晶显示装置，该装置能够简化工
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之间以及对电极和液晶层之间以及下部。 偏振片附接到基板和上基板的
每个外表面，使得偏振轴彼此相交。 形成V形凹槽和像素电极，使得每
个单位像素被划分为预定数量的区域以形成多畴。 [选择图]图2
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